
第２回愛知県一宮総合運動場長杯ティーボール大会要項 

 

１ 主  催 公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団 

特定非営利活動法人尾張ＪＰスポーツ 

２ 後  援 愛知県教育委員会  

３ 主  管 愛知県一宮総合運動場 

４ 目  的 ティーボールを通じ親子のふれあい、スポーツの楽しさを体験すること 

       により、学童野球の発展に寄与することを目的とする。 

５ 参加資格  小学４年生以下の男子、６年生以下の女子及び母親（中学生以上の女子を含む）

で構成されたチーム ※スポーツ傷害保険に加入していること。 

６ 日  時 ５月１０日（日） 予備日５月１７日（日） ８：００～１６：００ 

７ 定  員 １６チーム （１チーム２０名） 

８ 参 加 費  ４，０００円 監督者会議でお支払いください。 

９ 申込方法 尾張ＪＰスポーツのホームページ（http://www.owarijp.com）から申込用紙をダ

ウンロードしていただき、尾張ＪＰスポーツ（owarijp@mediacat.ne.jp）までご送

付ください。 

10 申込期間 令和８年４月１日（水）から４月２０日（月）まで 

11 監督者会議 ４月２５日（土） 午後２時～ 

いちい信金スポーツセンタ―（愛知県一宮総合運動場） 会議室 

12 開 会 式  ５月１０日（日）８：３０～ 第１試合目のチームのみ。 

13 試  合 ①試合時間は３０分で２イニングとする。 

       ②予選は１リーグ４チームのリーグ戦で順位を決定し、各順位のトーナメント

を行う。 

       ③予選リーグの順位は勝ち点が多いチーム順とする。 

・勝ち点は次のとおり 勝ち…２点  負け…０点  引き分け…１点 

・勝ち点が同じ場合は、得失点差が多いチーム 

・得失点も同じ場合は、総得点が多いチーム 

・得失点、総得点も同じ場合は、直接対戦した結果で決定する。それで 

も決まらない場合は、抽選とする。 

       ④同点の場合は次のとおりとする。 

・予選リーグは引き分けとする。 

・決勝トーナメントは、走者満塁の状態から１イニングを行い、得点の 

 多いチームが勝ちとする。 

・それでも決着がつかない場合は、最終出場選手１０名による抽選で勝 

敗を決定する。 

14 ル ー ル ２０２６年尾張ＪＰスポーツティーボール規則と要点に準じる。 

       先攻・後攻は、試合前にじゃんけんで決定する。 

       競技者は１０名とし、攻撃１０名、守備９名で行う。 

       残塁の走者は、次の回に受け継ぐこと。最終回の残塁者はこの限りでない。 

       三振はなしとする。 

ホームページ 

QR コード→ 

http://www.owarijp.com/
mailto:owarijp@mediacat.ne.jp


15 審  判 試合チームから２名ずつの４人制で行う。（３人制でも可） 

       １塁側ベンチが主審・２塁塁審、３塁側ベンチが１・３塁塁審とする。 

ただし、予選のおいては対戦チームと相談し変更を可とする。 

※審判の割り振りについては、対戦表のとおりです。 

 （対戦表の若番が１塁ベンチとする。） 

16 表  彰 各トーナメントの１位チームを表彰 

１位トーナメント･･･優勝旗（持ち回り）、トロフィー（持ち回り）、賞状 

メダル、賞品 

２位トーナメント･･･カップ（持ち回り）、賞状、メダル、賞品 

３位トーナメント･･･盾（持ち回り）、賞状、賞品 

４位トーナメント･･･賞状、賞品 

個人賞･･･１位トーナメント優勝チームから最優秀選手を１名 

２位トーナメント１位チームから優秀選手を１名選出する。 

17 そ の 他  ①参加チームは試合開始時間の３０分前に、試合のできる状態で集合する 

こと。 

②試合用具、グラウンド設営及び片付けは両チームで協力して行うこと。 

③試合球はＪＴＡケンコーティーボール９インチとし、各チーム１球提出 

すること。（球の新旧は問いません。） 

④出場する選手は打順の順にゼッケン（ビブス）を着用すること。保護者 

（女性）のユニフォームは自由とする。 

⑤ベンチは、原則対戦表の若番が１塁側とする。 

⑥ 試合中、ベンチ内での携帯電話の使用、たばこの喫煙は一切禁止とする。 

        たばこは運動場指定の喫煙場所でお願いします。 

⑦ スポーツ安全保険に必ず加入してください。 

⑧ 運動場までの行き帰りの事故、試合中及び練習中の事故等についての責任は

一切負いませんので、十分注意してください。 

⑨ 怪我の応急処置は、各チームでお願いします。 

⑩ 試合中の言動、応援は節度を持って行う。大会後の清掃は全員で行う。 

 

 


